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『植える』緑化から『使う』緑化へ『植える』緑化から『使う』緑化へ『植える』緑化から『使う』緑化へ
　平素は当協会が行う緑の募金活動や地域の緑化、
森林の整備にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し
上げます。
　今年の緑の募金のスローガンは、「つかって　そ
だてる　げんきな森～『植える』緑化から『使う』
緑化へ」です。
　戦後、国民運動として始まった国土緑化運動は、
開始から67年が経過し、これまでに植栽した苗木
は立派な森林へと成長しました。しかし一方では、
生活様式の変化や林業経営の収益性の悪化により、
手入れがされずに放置される森林も増加しています。
このような森林は、下草が十分に生えず、細い木々
の林となり、自然災害に弱い不健全な森林となって
しまいます。
　この結果、森林が持つ、水源かん養、土砂流出・
崩壊防止、地球温暖化防止、生物多様性の保全など、
多くの公益的機能が十分に発揮されなくなっていま
す。

　兵庫県では、森林の持つ多様な機能を高めるため、
平成14年度から『新ひょうごの森づくり』を推進
し、間伐の推進や里山林の再生、森林ボランティア
の育成等に取り組んでいます。さらに、平成18年
度からは、「県民緑税」を活用して、森林の防災機
能を強化する『災害に強い森づくり』を実施してい
ます。
　当協会でも、県民や企業の皆様から多くのご協力
をいただいている「緑の募金」を活用し、「森と緑
のふれあい支援事業」として、森林ボランティア活
動、ふるさとの巨樹の保存、緑の少年団活動などを
支援しています。
　また、企業が社会貢献の一環として行われる森林
の整備・保全活動「企業の森づくり」も兵庫県と連
携しながら進めており、県内各地の森林で、植樹や
間伐、地元住民との交流などが行われています。
　当協会では、これからもこのような活動への支援
に積極的に取り組んでまいりますので、引き続きの
ご協力をお願いします。
　このような県民総参加の森づくり活動をさらに普
及していく催しとして、11月４日（日）には、福崎
町のエルデホール周辺などで、「ひょうご森のまつ
り2018」を県、福崎町とともに開催します。多く
の皆様のご来場を、心よりお待ちしています。
　　　公益社団法人　兵庫県緑化推進協会
　　　理事長　藤澤　崇夫（兵庫県農政環境部長）　　理事長　藤澤　崇夫（兵庫県農政環

す。



「緑の募金中央事業」
　　　　　　：３００万円（年間上限助成額/１事業）
　　　　　　　ただし、⑤は１００万円
①複数の都道府県にわたる広域的な森林整備・緑化
②国外における森林整備・緑化
③災害に強い森林整備
④山村住民と都市住民の協働による森林整備
⑤子どもたちの「森の学び」のための森林整備 
「緑と水の森林ファンド事業」
　　　　　　：１００万円（年間上限助成額/１事業）
①森林・緑・水への国民の認識を深めるための普及啓発
②地域材の有効活用や森林の公益的機能増進の調査研究
③森林づくり活動を通した山村と都市住民との交流促進
④森林に関する国際会議の国内開催、海外との情報交換 
※両事業とも募集期間２～３月、事業実施期間７～６月
　で、審査を経て事業採択されます。

「赤穂森の倶楽部」のご紹介「赤穂森の倶楽部」のご紹介森林ボランティア森林ボランティア

　当会は、「森を愛する」諸活動を通して森と親し
み、豊かな森づくりを進める事を目的として平成９
年４月に発足し、今年で21年目を迎えました。
　当会では、上記の目的達成のために１．森とのふ
れあい活動の推進、２．ひょうご森の倶楽部の事業
への参加と支援、３．森林ボランティア活動の実施、
４．赤穂ふれあいの森の愛護活動の４事業を進めて
　きました。
　以下では、この４つの事業について、具体的にご
紹介したいと思います。
１．森とのふれあい活動の推進
　赤穂市社会福祉協議会主催のサマーボランティア
スクールにおける指導や、里山講座への講師として
の参加等を通じて地域の環境保全意識の向上に貢献
しています。
２．ひょうご森の倶楽部の事業への参加と支援
　平成10年に赤穂市西有年のヒノキ林が「ひょうご
森の倶楽部」の活動地として定められました。当会
では植林後放置されていたヒノキ林を整備するため、

枝打ちや、間伐等の森林ボランティア活動を行って
います。
３．森林ボランティア活動の実施
　桜の名所である東御崎周辺での桜樹の蔓伐り、ゴ
ミ拾いを毎年実施しているほか、天然記念物である
生島樹林の自然環境を保全するための蔓伐りやクロ
チク伐りへの協力や、市内各所での植樹活動を不定
期に実施しています。
４．赤穂ふれあいの森の愛護活動
　赤穂市周世から有年横尾にかけての「赤穂ふれあ
いの森」において、樹名板の設置や「周世もみじ祭
り」における木工教室の開催など、赤穂ふれあいの
森を愛護する活動を行っています。

　このような活動を評価いただき、昨年度「ひょう
ご森のまつり2017」において「ひょうご森づくり活
動賞」を受賞させていただきました。
　今後も活動を長く続けていけるよう、会員一同取
り組んでいきたいと考えています。

森林ボランティア活動への支援事業（助成金）のご紹介森林ボランティア活動への支援事業（助成金）のご紹介
　県内の森林ボランティア活動団体の皆様には、従
前より（公社）兵庫県緑化推進協会が募集をする 
緑の募金「森と緑とのふれあい支援事業」をご活用
いただいているところですが、（公社）国土緑化推進
機構が募集する活動支援事業（助成金）もご活用い
ただけることから、今般、改めてご紹介をさせてい
ただきます。　
　（公社）国土緑化推進機構が募集をする事業は、「緑
の募金中央事業」と「緑と水の森林ファンド事業」で、
◎広域性を有する取組
　（複数の都道府県にわたる活動、国外における活
　　動、山村住民と都市住民との協働活動）や
◎喫緊の課題解決に向けた先導的取組
　（災害の復旧・予防に資する活動、次世代の育成 
　　に関する活動、木材利用の促進に資する活動）
などが主な採択対象事業となります。　
　詳細は、（公社）国土緑化推進機構ＨＰ
（http://www.green.or.jp/）にアクセスしてご確認
ください。
　もしくは、（公社）兵庫県緑化推進協会
（TEL ０７８（３４１）４０７０）へお問い合わせください。

　なお、上記につきましては、前回募集の内容・期
間を記載しています。次回について、大きな変更は
無いものと見込まれますが、応募に当たっては予め
ご確認いただきますようお願いいたします。
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「ひょうご森のまつり２０１８」のご案内「ひょうご森のまつり２０１８」のご案内

○日　時　平成30年11月4日（日）10：00～16：00
○場　所　福崎町福田「エルデホール周辺」ほか
　　　　　「第45回福崎秋まつり」と併催

○式　　典：表彰、森林ボランティア活動報告、緑の少年団宣誓、
記念植樹　ほか

○ステージ：地元子供たちによる「イングリッシュフェスティバ
ル」（英語学習の発表会）、

　　　　　　気象予報士/防災士　正木明氏による「文化講演会」
○イベント：緑化作品コンクール展示、県産木材製品・間伐材利

用木工品の展示・販売、企業の森づくり活動紹介、
森づくり活動団体の取組紹介、木工教室、シカ肉加
工品の販売　ほか

○事前申込：青少年野外活動センター（福崎町田口）周辺の森林
で森林ボランティア指導による里山林整備体験も併
せて実施します。

　　　　　　（事前申込連絡先　兵庫県豊かな森づくり課
　　　　　　　森づくり普及班　℡078-362-3613　山田）

　森や緑は、生命の源である水や空気の浄化・供給などに欠かせない「県民共通の財産」
です。
　県民総参加の森づくりをめざし、「森とともに生きるひょうご　ごこくの未来」をテーマ
に開催する「ひょうご森のまつり2018」に是非ご参加いただき、森に親しみ、森を育てる
大切さを体感してください。

企業の森づくりのご紹介
　～企業の森づくりにご参加の企業・団体様を紹介します～
企業の森づくりのご紹介
　～企業の森づくりにご参加の企業・団体様を紹介します～

株式会社ＫＣＭ

※お車ご利用の方
　中国自動車道福崎ICから約10分
※電車ご利用の方
　JR播但線福崎駅から徒歩で約5分

　加古郡稲美町で建設機械を製作している企業株式会社KCMが
企業の社会的責任（CSR）活動の一環として、このほど県立三木
山森林公園内において、企業の森づくり活動を開始しました。森
づくりの名称は、KCMの頭文字から「KoCoroのMori」と名付
けられ平成30年４月21日（土）に森びらき式が開催されました。
　当日は、社長並びに社員25名、そして、三木市長をはじめ多く
の来賓関係者が出席され、企業の森看板の除幕式が執り行われました。
　式典終了後、「ひょうご森の倶楽部」から講師を招いて、森林整備の手法や作業の安全などの座
学を受講して基礎知識を得てから、里山林雑木などの除伐作業に取り組んでいました。
　各班別に「手ノコ」による森林整備作業は、１時間程度となりましたが、見る見るうちに里山
が整備されていきました。整備後の森林を参加者で見て回り、今後のKCMの森整備について、継
続していけるようにしたい。と決意されていました。

森の名称：「KoCoroのMori」



公益社団法人　兵庫県緑化推進協会
TEL  078（341）4070　 FAX  078（341）4071
ＵＲＬ：http://www.hyogo-green.net/

〒６５０-００１３
神戸市中央区花隈町１２番6号

 みなさまの募金は、このように使われています。

多可町緑の少年団加美第1団による募金活動多可町緑の少年団加美第1団による募金活動

平成29年度は、49,830千円の募金をいただ
きました。皆様に厚くお礼申し上げます。

企業名 順不同

緑の募金

ご寄付いただきました寄付金はボランティア団体への助成や子どもたちの
森林学習体験等に活用しています。

緑の募金にご協力いただきありがとうございます。

平成29年に緑の募金（10万円以上）のご寄付をいただいた企業・団体のご紹介（募金日順）

•地域活動助成金
　各市町緑化推進委員会が行う地域の特色をいか
した緑化活動(森のイベントの開催/花苗の配布
等）に対し助成します。
•森林保全活動支援事業
　森林ボランティア活動に必要な道具・資材及び
広報・案内板等の情報提供活動に助成します。
•森林学習体験支援事業
　市町やＮＰＯ等が子どもたちや緑の少年団に対
して森林学習体験活動（森の観察会・木工教室
等）を行う経費を助成します。
•ふるさとの巨樹保存事業
　地域の貴重な巨樹・巨木を守り育てていくため、
樹木の診断や治療に必要な資材を助成します。
•（公社）国土緑化推進機構の中央事業
　震災・災害復興事業や海外植林など中央事業に
助成します。

ダイドードリンコ株式会社
兼松エレクトロニクス株式会社
株式会社神戸酒心館
大阪ガスグループ“小さな灯”運動
株式会社神戸ポートピアホテル
株式会社ブックレット
兵庫県立明石高等学校
さくらケーシーエスボランティア基金
関西防水管理事業協同組合
一般財団法人住吉霊園

　森と緑は私たちの暮らしに限りない恵みをもたらし、豊かな
地球環境を残してくれています。
　このかけがえのない森と緑を守り育てていくために、家庭募
金、学校募金、職場募金、街頭募金、団体募金、企業募金など
の「緑の募金」を県下各地域で行っています。

ご寄付
の方法

緑の募金緑の募金緑の募金緑の募金「 」にご協力をお願いします

春季　3月1日～ 5月31日
秋季　9月1日～10月31日募金運動の期間

　ご協力いただく募金は、金額の多少を問わず次の
金融機関へ振り込みをお願いします。
● 郵便振込
　　 郵便振込の場合、公益社団法人兵庫県緑化推進
　 協会に直接お問い合わせ下さい。専用の払込取扱
　 票用紙をお送り致します。（手数料不要：協会負担）
● 銀行振込
　 口座：三井住友銀行兵庫県庁出張所
　 　　　普通 3198438（手数料が必要）
　 名義：公益社団法人　兵庫県緑化推進協会

森林学習体験支援事業
2,032 千円 4％

ふるさとの巨樹保存事業
2,900 千円 6％

（公社）国土緑化推進
機構の中央事業
1,995 千円 4％

48,113千円

平成29年度
支出

地域活動助成金
20,993 千円
44％

森林保全活動
支援事業
10,709 千円
22％

推進事業費等
9,484 千円 20％


